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杜会 ・労働運動を学んで４０年

１９８６年１２月１６目，立命館大学定年退職記念講義

塩田庄兵衛

　只今は小野一郎学部長からたいへん懇切な御挨拶をいただきまして，恐縮致

しました。本目は，私の告別講義だというので大学の内外から多数の方がお集

まり下さいましてありがたく存じます。御紹介いただきましたとおり ，立命館

大学経済学部でちょうと１３年お世話になったわけですが，垣例にならっ て， 退

職記念講義をやらせていただくことになりました 。

　いろいろたタイプのやり方がありそうですが，本目は，私自身がこれまでど

んたつもりで，とんた学問をやってきたかを，自分たりに総括してみたいと考

えました。ところが，思い出したがらメモを作ってみますと，どうしても５ ・

６時間かかりそうな気がします。それを１時間程度に圧縮要約することになり

ますので，きわめて舌足らずの不行届きなお話になるかと思います。それから ，

現在の時点からふりかえって整理するわけでありますから，かなり格好をつげ

たきれいごとにたるでしよう 。その点は皆さんの方で，適当に割引きしながら

聞いて下さるようにあらかじめお願いしておきます 。

１　なぜ，経済学か　　戦争と貧乏への関心

　まず，な普経済学を勉強するようになったか，という問題であります 。

　旧制高校の文科から大学に進学するときに，どの学部をえらぶか，かなり迷

いました。結局，戦争と貧乏の問題へのこだわりから，経済学部をえらぷこと

になりました。といいますのは，私の小学校時代に満州事変（１９３１＝昭和６）が
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はじまり ，中学生のときに当時支那事変と呼んでいた目中戦争（１９３７）がはじ

まりました。太平洋戦争がはじまっ たのが大学に入学した年の暮です。つい１

週間ほど前，１２月７目に早稲田と明治のラグビーの試合があ って，６万２千人

とか見物人が集まっ て， １点差の接戦で明治が勝ったということであります 。

ところが，ち ょうと４５年則の１９４１年１２月７目が同じく目曜目でありまして，私

は神宮外苑の競技場に早稲田と明治のラグビー戦を同じ下宿の友人と見に行き

ました。下馬評では明治が優勢ということでしたが，試合の結果は番狂わせで

早稲田が勝ちました。今目は面白かったたア，あした月曜目には午後の外国書

講読（ドイッ語の経済学書）の授業が終わったあとで，かねて評判のアメリカ映

画を見に行こう ，と話し合いながら下宿に帰って寝ました 。

　その翌目 ，ユ２月８目早朝，ハワイ真珠湾攻撃の寄襲作戦成功で大東亜戦争が

はじまっ た， という大本営発表のけたたましいラジオ放送でたたき起こされま

した。近いうちにアメリカ，イギリスとの大戦争になりそうだという予感はあ

りましたが，それがその目に始まるということは，私たちにはわかりませんで

した。こうして，中国侵略からはじまっ て太平洋戦争にまで拡大した戦争は ，

１９４５年８月１５目の敗戦まで，足かけ１５年間連続しました。私の幼年時代 ・少年

時代から青年時代にかげては，完全に戦争に塗りつぶされ，しかもそれがどん

どん大きくなる時代でした。な普目本という国は，こんなに戦争ぱかりやるの

だろう ，それが私にとっ ての疑問でした 。

　もう一つは貧乏という問題です。私自身は，こんにち剛こいえは文字とおり

の‘‘中流
’’

まあ中の中か中の下くらいの生活程度の家庭に育ちました。いまと

ちがって進学率が低かった当時，大学までやってくれたのですから，食うや食わ

ずというわけではない，その点では恵まれた環境でした。しかし小学校いらい

身のまわりを見ておりますと，世の中には貧乏という問題があ って，そのため

に人ぴとが自分の才能を伸はす機会を妨げられたり ，人問関係が対等平等でな

く， 卑屈な態度をとることをよぎなくされている，というようたことが目につ

いて気にかかりました。きわめて素朴た段階ながら杜会の矛盾に気づきはじめ ，

それがだんだんふくれあがるのを意識するようになりました。そして，これら
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戦争や貧乏の間題を解明することができる学問が経済学だという話を，何かの

機会に読むか聞くかして，そんな学間があるならやってみたいという気にな っ

たようです。これが，な畦経済学か，という理由です 。

　私は大学へは２年半通いました。当時は旧制ですから，就学期問は３年であ

ったはずですが，太平洋戦争がはじまると，勉強の方はいいかげんにして早く

軍隊にこいということで，半年くりあげて２年半で卒業証書を押しつげられて ，

大学を出されました。いわば
‘‘

月足らず学士
’’

です 。

　いわゆる
‘‘

暗い谷問
’’

の学生生活でしたが，その中での唯一の光明は，大河

内一男先生（当時東大経済学部助教授）のゼミナール（演習）に入れていただいて ，

指導を受げたことでした。生涯の友となるようなすぐれた学生たちが集まっ て

おりました。そのゼミで私は，マックス ・ウェーバーというドイツのえらい杜

会科学者を研究対象にえらんで，彼の著作やドイツ語の参考文献をいくらか読

んで，「マックス ・ウェーバーにおげる政治と科学」という大げさなタイトノレ

のおそろしく稚拙荏卒業論文をまとめました。しかしこわいもので，いま振り

かえってみると，今目まで私についてまわっているテーマです。つまりマック

ス・ ウェーバーは，杜会科学が
‘‘

客観性
’’

を持ち得るためには価値判断を排除

しなげればならない，という方法論を口昌えたことで有名ですが，私は科学研究

と現実の杜会との関係，科学者の世界観と政治とのかかわりはどうであるのか

という問題に関心をもっ て， 幼いながらこのテーマと取り組んでみたわげであ

ります。そして，今目までずっとこの問題を考えつつげてきました 。

　ゼミは非常に面白かったです。学間というものはこんなに面白いものか，と

目を見はる思いでした。演習室に出入りするたびに，身体のなかがどんどん充

実して，はちきれそうにふくらんでくるように感じました。それで２年半の大

学生活はあまりにも短かいので，もっと本を読みたい，できれぱ読書生活を長

くつづげたい，という気になりました。ところがたまたま私が卒業するとき ，

大学院特別研究生という制度がつくられて，２年間徴兵を猶予してくれるとい

うことになりましたので，私はそれに応募して首尾よく採用されました 。

　実は，２年問の徴兵猶予というのが私にとっ て大きた魅力でした。当時すで

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２２）



　　　　　　　　　　　杜会 ・労働運動を学んで４０年（塩田）　　　　　　　　　　　２１３

に当然のこととして徴兵検査を受げて合格し，卒業と同時に軍隊に入るように

通知を受げておりました。ところが陸軍にくらべると海軍の方が，人問の扱い

方がいくらかましだという噂でありましたので，私は海軍経理学校の試験を受

げて合格し，そちらの方へ行くつもりでした。この コースをとっ ておれぱ，中

曽根康弘というひとの後輩になるところでしたが，いま申した大学院特別研究

生という新制度に拾われたので，軍隊の方には諒解してもらっ て， 東大経済学

部の研究室に残りました。２年のうちには戦争は終わるだろう ，という予感も

ありました 。

　学部教授会から私カミ与えられた研究テーマは「工業政策」でした。ゼミナー

ルで指導を受げた大河内助教授の杜会政策とか杜会思想史とかいうような
‘‘

危

険た”学問はダメだ，お国の役に立つ「工業政策」をやれ，というのが条件で

した。私はこれを受け入れて，鉄鋼業，機械工業，石炭産業なとの初歩を学ぴ

ました。北九州の八幡製鉄所，兵庫県の広畑製鉄所などの当時最新鋭設備の巨

大工場に滞在して見学したり ，筑豊の炭田地帯　　げんさいでは炭鉱は全滅し

たそうですが　　を歩いたり ，また中小の機械工場を見学したりしました。こ

の勉強は敗戦とともに中断し，蒸発した形になっておりますが，今日まで私の

たかに生きているようた気がします。いまでも私は，いわゆる風光明媚な名所

や旧蹟もさることながら，工場や鉱山の労働者が働いている現場やその生活に

より強い関心をもっ ています 。

２　な普杜会 ・労働運動か　　平和と民主主義への開眼

　１９４５年８月１５目，ポソダム宣言を受諾しての無条件降伏という形で敗戦を迎

えました。私はポツダム宣言の次の１句に強い印象を受げました 。

　ｒ目本国民のあいだにおげる民主主義的煩向の復活 ・強化にたいする一切の

障害を除去すべし」

　そうすると，わが目本には戦前に
‘‘

民主主義的傾向”なるものがあ って，そ
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れが戦争とファシズムによっ て抑えこまれていたのである。それを復活させる

ぱかりでたく ，強化することが戦後の課題で，それを妨害するものは許さない ，

ということになります。これから私はプノレクス主義の研究に本格的に一取組みま

した。戦争中はマルクス主義研究は国家によっ て禁じられておりましたので ，

私は学生時代には公然とはできませんでした。敗戦後にな って，ちょうど乾い

た砂地が水を吸いこむようにどんどん吸収しはじめました。いま思い返して ，

あの頃は本当に真剣に勉強したという気がします 。

　そのなかで，私の気質に合っているように思われる歴史を学びたいという気

持が強くなりました。そこで文学部の西洋史学科に入りなおして，歴史学の基

礎訓練を受げたいと考えて，大河内一男先生と大塚久雄先生　　いうまでもな

く「大塚史学」で知られる西洋経済史の碩学です　　に御相談しました。しか

し両先生とも，それほとの必要はなかろう，研究室に居て給料をもらいながら ，

その気で勉強すれば足りるだろう ，という御意見でした。そこで私は，そんな

ものかなアと思ってこの計画はとりやめにしました 。

　もう一つ，郷里の土佐に帰って自由民権運動の勉強をしてみたい，という気

持をおこしたこともあります。ところが，空襲で自由民権運動の目ぼしい資料

は焼げたから，研究はムリだよと忠告してくれたひとがあったので，早合点し

てそれを真に受げてこの コースもあきらめました 。

　ところが天皇が「人問宣言」をした１９４６年１月，ち ょうど私は正月休みで両

親のもとに帰省しておりましたが，１９１０（明治４３）年の「大逆事件」で死刑に

なっ た幸徳秋水の３５年祭が，はじめて公然と催されることになった，という地

元新聞の記事を読んで，何とたく気をそそられたので，飛入りで参加しました 。

　　　　　　　は　た
幸徳秋水の郷里幡多郡中村町（げんさい中村市）は，高知県の西のはずれに近
　とんぴ
い辺都なところで，当時国鉄の終着駅から数時間，ハス代りのトラ ックの荷台

で揺られてようやく辿りついた小さな町でしたが，この記念行事に参加して私

は強烈なショックを受げました。数十年も前の目本に，こんなに鋭く勇敢な思

想家が居たのだ，そして自由と民主主義の思想は，地下水のように流れつつげ

てこんにちにつづいているのだ，ということにはじめて眼を開かれたのです 。
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これが動機で私の最初の仕事は幸徳秋水研究をテーマとすることになりまし

た。

３　杜会主義思想史研究

　それから間もなく ，世界評論杜という出版杜が『幸徳秋水選集』を出すこと

になり ，編集を手伝うアノレバイトをやらぬかと誘われ，私はよろこんで応じま

した。編集委員会代表として私を直接指導して下さっ たのは平野義太郎先生で

した。平野先生が，戦前いらい目本の近代史研究のパイオニアとして大きた足

跡を残されたことはいうまでもありません。私はこの碩学からずいぶん教えを

受げました。私は学問上の恩師というべき方にたくさん恵まれましたが，その

なかで大河内一男，平野義太郎の両先生，さらにつげ加えれは，晩年立命館大

学経済学部の講師もおやりにたった『目本資本主義分析』の著者山田盛太郎先

生に特に多くの学思を蒙っております 。

　このようないきさつで，私が最初に書いた学術論文めいたものは，「幸徳秋

水の思想的転化」（１９４８，東大杜会科学研究所の機関誌ｒ杜会科学研究』）です。こ

の論文はこんにちでは学問的価値はありませんが，このころになってようや

く， 私が学術論文らしきものを書くことができるようにな った，という意味で

私個人にとっ ては記念品です。そのつぎに書いた「幸徳秋水の杜会主義思想」

（１９４９執筆，１９５３，歴史学研究会編『近代日本の形成』所収，岩波書店）は，かなり

長文のものですが，その後しぱらく各大学の学生の卒業論文の参考文献なとと

して利用された記憶が残っております 。

　その翌年，はじめての単行本としてｒ幸徳秋水の目記と書簡』を編集して ，

注や解説をつげて出版しました。これはもともとは，ｒ幸徳秋水選集』の最終

巻に予定されていたものですが，世界評論杜が倒産したので，集まっ ていた多

量の未発表の日言己や書簡を中心とする資料を，関係者の諒解を得て私個人の責

任で出版したものです。政治学者の丸山真男教授が紹介して下さっ て， 未来杜
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が千部程度を出してくれたのですが，結果的にこれはたいへん幸畦た本でした 。

『週刊朝日』をはじめ多くの新聞 ・雑誌に著名た学者や作家が好意的に紹介し

て下さっ て関心を呼び，研究者のあいだでよく利用されました 。

　その後幸徳秋水についてたびたび書いたり ，ｒ全集』（１９６８－７３，明治文献杜）の

編集にたずさわったりしましたが，「中江兆民と幸徳秋水の世界」（１９８２，ｒ高知

の研究』第５巻，清文堂）と題するやや長文のものが最後になっています。幸徳

秋水についてはまだ間題が残っているように感じていますが，新しい研究者が

つぎつぎにあらわれて良い仕事をされてきたことなどもあ って，私自身はスト

ップした形になっております 。

　秋水　　明治期杜会主義思想研究と関連して，片山潜について多少勉強しま

したし，さらに目本の
‘‘

公害第１号”ともいうべき足尾銅山鉱毒間題と田中正

造に関心をもっ て多少勉強しました。後者については，戦後間もなく当時新進

の劇作家 ・木下順二さんが，田中正造を主人公にした戯曲を書かれる計画があ

って，私がその資料助手を依頼され，これを手がかりに私自身も，この問題を

ライフワークにしたいという希望があ って，足尾銅岬こ何度も出かげたり ，鉱
　　　　わたら　せがわ
毒被害地渡良瀬川沿岸を歩いたりしました。しかし木下さんはこんにちまでこ

の作品を書いておりませんし，私も文献目録をつくっ て一時関係者に重宝がら

れたり ，小さな田中正造紹介をいくつか書いたりしたにとどまっ ております 。

その問に足尾鉱毒間題にたいする世間の関心は高まり ，田中正造の全集が出た

り， 研究者が輩出したりして，私の出番ではなくなったようた気がしてきまし

たが，関心は依然持ちつづげています。そして木下順二さんとは，田中正造は

わきにおいて，敬愛する先輩としてたえず精神的刺激を受げながら，交際をつ

づげていただいております 。

　幸徳秋水，片山潜，田中正造，さらに京都出身の生物学者で右翼のテ ロに倒

れた代議士山本宣治などについて書いたものを集めた小さな本『未来に生きた

人びと』（１９８０，新目本新書）をまとめましたが，私が目本の杜会主義思想史を

中心にやってきた仕事の意図と内容のあらましは，この小さな本にもりこまれ

ております 。
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４　労働組合 ・労働争議調査，労働運動論 ・労働運動史研究

　杜会主義思想史研究と平行してやった仕事は，労働組合の実態調査や労働運

動の歴史的整理です。なにしろ労働組合運動は，敗戦によっ て目本国民が出会

った新しい問題であります。むろん，１８９７（明治３０）年の労働組合期成会には

じまる戦前の歴史はありますが，太平洋戦争中は潰滅しておりましたし，労働

組合運動が大観模な大衆運動として展開され，戦後民主主義の主力部隊として

の役割を演ずるようになったのは，第２次大戦後の目ざましいできごとであり

ます 。

　このことに着目しまして，当時助手をつとめておりました東大杜会科学研究

所で大河内一男先生をリーダーに組織された労働組合の実態調査のプ ロジ ヱク

トチームに参加しました。ここで杜会調査の基礎訓練を受げたと同時に，労働

組合そのものと接触する機会をもつようになりました。調査報告書はｒ戦後労

働組合の実態』（１９５０，日本評論杜），ｒ目本労働組合論』（１９５４，有斐閣）などと

して刊行されておりますが，こんにち杜会的常識になっていると思われる「企

業別労働組合」の問題も，この調査活動のなかから大河内先生が定式化された

と考えていいでしよう 。なにしろ大河内先生の杜会政策論におげる「大河内理

論」は，杜会政策 ・労働問題を学ぶ者が戦前いらい避けて通れたい関門であり

ますし，そのすぐれた独自の理論構成力で戦後には「出稼ぎ型労働力論」や

ｒ企業別労働組合論」をつぎつぎに展開されて犬きた影響力を発揮されました 。

私たちの調査は，先生の理論化のお仕事に資料的基礎を提供する意味も持った

ことにたるでしょうが，同時に私たちにとっ ては「大河内理論」にどう対処す

るかということが，切実た学問的課題にたりました。これは私自身にとっ て注

かりでなく学界全体にとっ て， 大きな問題でありつつげてきたわげですが・こ

こでは立入る余裕がありません 。

　とりわげ私は，労働組合の大会の傍聴や労働争議の現場に興味を持ってよく
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出かげました。当時の電産（電力産業の労働組合）や国鉄労組の大会なとは
，

ヘタな芝居を見るよりはるかに見ごたえがあり ，若い私は手に汗渥るとい った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きぬた緊張感をおぽえたものです。１９４８年に杜会の注目をあつめた東宝映画砧撮影所

の首切り反対争議の大チャソバラ場面の見物にも出かげて，山本薩夫監督をは

じめ映画人たちとも知り合いました。さいきん私は「母さんの樹」という映画

に俳優として出演しておりますが，これは別に争議調査と直接の関係はたくて
，

私の演技力が買われたのだと思っていますが，労働運動への関心が背景にある

ことはたしかです。ともかく私は「現地主義」の研究方法と名づげて，よく集

会やテモなと運動の現場に出かげました。そのような経験の成果はいろいろ発

表しておりますが，もっともまとまっ た彬をとっ ているのは，亡くなられた労

働法専門家の藤田若雄教授と共編で出版したｒ戦後目本の労働争議』（１９６３
，御

茶の水書房）と題する厚い調査報告書です
。

　労働組合についての私の理解をまとめた啓蒙書に『労働組合入門』（１９６１，光

文杜カ ヅバブ ヅクス）があります。これは実は１９６０年　　あとで述べる安保闘争

の年ですが　　にスウェーテソのストヅクホルムでひらかれた国際歴史学者会

議に，第１一第２次世界大戦の戦問期の労働運動について報告するために参加

する機会があ って，その旅費を工面するために印税前借りの借金奴隷にな った

産物です。借りた分だげ返せればいいというつもりで書いたところ，ベストセ

ラーになって・かなりの印税がころがりこみましたので，私ははじめて独立の

書斎と書庫を建てて，研究者としての生産手段を整えることができました
。

「昔陸軍・今総評」ということぱが通用していて，労働組合運動にたいする関

心の高かった杜会情勢にマッ チしたのでしょうが，ｒ労働」と名のつく本は売

れたいというジソクスのあるこんにち，当時をふりかえると今昔の感がありま

す。

　１９６９年から１年問，ヨーロッパに留学に出かげます節目に，それまでに書い

た論文や評論をまとめたものが『現代労働組合運動論』（１９６９，労働旬報杜）で

す。 この論文集に先立って『目本労働運動の歴史』（１９６４，労働旬報杜）という

通史を出しております。これは方々の労働組合の講座や労働学校でこころみて

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２８）
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きた運動史の概説の経験をもとに，当時つとめていた東京都立大学のゼミナー

ルで，学生をきき手に連続講義した速言己に手を加えて仕上げたものです。ある

週刊誌に，さいきんの学生運動家の必読文献にたっているたどと紹介されてい

ましたが，その真偽のほどはともかくとして，労働組合の幹部や活動家のあい

だでひろく読まれたことはたしかです。これをまとめるとき，日本の労働運動

史をどのように時期区分するかについて，いろいろ考えた記憶があります 。

　大学では杜会政策 ・労働問題の講義を担当しておりましたのて　　立命館て

もこんにちまでそれをつつげてきましたか　　その便宜のために親しい研究仲

問の協力を得て『労働問題講義』（１９７１，青林書院新杜）と題するテキストをま

とめました。立命館に来てからもこの本の改訂版をつくっ て（１９８１）利用して

きました。また参考書として『労働用語辞典』（１９７２，東洋経済新報杜）をつくり

ましたが，これは立命館に来てから大学院生諸君などの協力を得て全面的にや

りなおした第２版（１９８０）をつくりました 。

　しかし私は大教室でマイク片手に一ひとり言をいう講義よりは，学生とテーブ

ノレを囲んで対話 ・議論するゼミナール（演習）が好きで，これを大事にしてき

ました。都立大学時代には演習の学生といっしょによく見学や組合調査に出か

げ， まとめて大学の紀要たどに発表した論文もいくつかあります。学園祭では

例年，目ごろのゼミの成果を一般市民に公開する展示や報告 ・討論集会などを

学生が主体になって企画して，当時は成功をおさめることができました。いま

では学園祭は，私が知るかぎりどこでも，にぎやかな音楽とタレソトの漫談 ，

おでんとやきとりの屋台の行事に様変りしているようで，私はなじめませんの

で， 原則として講演を断る方針をとっ ております 。

　一方，私は有志と相はかって１９５７年に労働運動史研究会というひらかれた研

究団体を組織しました。その動機は，明治維新や自由民権運動などについては ，

すぐれた研究者がたくさんいて，立派な成果が蓄積されている。しかし，労働

運動の歴史的研究は，戦前の目本ではタブーとされていたことに禍されてきわ

めて遅れている。何とかこの分野の研究に市民権を獲得させたい，ということ

でありました。結成当初は大河内一男先生に会長を引受けていただいて，私か
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事務局長を買 って出て，機関誌ｒ労働運動史研究』の発行に苦労しながら活動

をつづげました。先輩の在野の研究者締屋寿雄 ・松尾洋 ・故人とたられた中林

賢二郎教授をはじめ，多くの若手研究者が結集して，わが国の労働運動史研究

は国内 ・国外についてかなり前進したように私は思います。現在は私が会長で

すが・１９８７年の３０周年を記念して，然るべき行事を企画する必要があると思案

しております 。

　私が編者に加わってまとめたｒ目本杜会運動史年表』（１９５６，大月書店国民文

庫）や『目本杜会主義文献解説』（１９５８，大月書店）などの集団作業も私にとっ

ていい勉強でしたが，『目本杜会運動人名辞典』（１９７９，青木書店）は特に印象の

深いものです。この本は，もともとはフラソスの出版杜から，各国別の労働運

動人名辞典のシリーズの目本篇を編集する依頼を私が受げたことが出発点にな

って，研究仲問で編集委員会をつくっ て長い時問をかけて仕上げたのですが ，

フラソス語版上 ・下２巻がパリで発行され，それをさらに充実させた目本語版

を青木書店から出してもらっ たものです。フラソスでの売行きはげんざい不明

ですが，定価１万３千円の日本語版がすでに３刷まで版を重ねていることに私

は感銘を受げています 。

５　杜会運動論 ・杜会運動史　　松川事件 ・安保闘争

　戦後４０年の経験のなかで，私にとっ てもっとも印象深いできごとは松川裁判

闘争と６０年安保闘争です
。

　１９４９年８月に国鉄東北線でおこされた列車転覆事件　　松川事件では，国鉄

と東芝の労働者計２０名が裁判にかげられ，１審では死刑５名，無期５名をふ

くむ全員有罪の判決でした。これにたいして「無実の被告を殺すた」「公正な

裁判によっ て真実と正義を守れ」という国民的大運動がおこされ，１５年近くに

わたって５回の裁判がひらかれた結果，全員の無実がみとめられ，無罪判決を

かちとりました。作家広津和郎氏が十余年にわたって裁判批判の壮烈なペソの
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たたかいをつづけて先頭に立たれました。この松川運動の末端に私も参加し ，

きわめて多くのことを学びました。名もなく ，金もたい庶民の中に，何とたく

さんのすくれた人問がいることかを知り ，目本の民主士義の底力を信頼するよ

うになりましナこ 。

　戦後民主主義運動の金字塔をうち立てたこの松川運動の総括作業に私も参加

しました。『松川１５年』（１９６４，労働旬報杜）と題するコソバクトた本と，『松川

運動全史』（１９６５，労働句報杜）と題する大冊がそれです。また，１９６４年８月に

ひらかれた北京科学シソポジウムに，私は目本代表団の一員として参加し ，

「松川裁判閾争の１５年」について報告しました。この私の報告にたいする反応

の強烈さ　　当時の南 ・北ヘトナム，イソト不■ア，中国，北朝鮮，アフリカ

たとの代表の反応　　に私は感銘を受げました 。

　松川事件がおこされた１９４９年夏には，下山事件，三鷹事件などの
‘‘

黒い霧事

件’’ 権力犯罪の疑いの濃い謀略事件があいついでおこされたことはご存じの

とおりです。国鉄総裁下山定則氏がバラバラの礫死体になって鉄路上で発見さ

れた下山事件は，自殺か他殺かのはげしい論議を口乎びましたが，真相が究明さ

れないまま１９６４年夏に法律上の時効が成立しました。それを残念に思う有志が

１０人ほどで下山事件研究会を結成しました。作家の松本清張さんや事件当時の

東大総長であった政治学者の南原繁先生，労働法の沼田稲次郎教授（のち都立大

総長）などが中心で，最年少の私は幹事役を仰せつかりました。多くのジャー

ナリストや科学者の協力を受げましたが，私たちは捜査権も裁判権も持ちませ

んので，徹底して真相を解明することはできませんでした。そこでｒ資料下山

事件』（１９６９，みすず書房）を発表したまま休業状態をつつけております。しか

し， 下山事件の謎にいどみつづげているひとが後を絶たず，いまでもときどき

新聞杜などから，アメリカの国会図書館でこんな資料を発見したが評価をきか

せてくれ，といったような連絡を受けます 。

　こういうかかわりを持った１９４９年夏にたいして，私は当時から現在まで関心

を持ちつづけています。ご存じのフラソスのノーベノレ賞作家マノレタソ ・デ ュ・

ガールの大河小説ｒチボー家の人びと』では，第１次世界大戦勃発の「１９１４年
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夏」に焦点をあてて歴史の転換点をダイナミックにえがいています。それをも

じっ ていえは，戦後第１の反動攻勢が反動期として定着した戦後史の大きな曲

り角は「１９４９年夏」であり ，いつの目にかこの時代の全体像を描いてみたいと

私は念願してきました。その一環として，『立命館経済学』の１９８０年第４号に ，

３０周年記念の思いをこめて「レッドバージ」と題する論文を書きました。そし

てこの論文を資料的にふくらませて，それを中心に松川運動論など関連する文

章をいくつかあつめて，ｒレッドバージ』（１９８４，新目本缶書）という小さな本を

まとめました。いまでもこの本にちなんで，レッドバージ犠牲者の集いにとき

どき講演に招かれますから，未だに生きている歴史的事件だと感じております 。

　もう一つ，私が生涯忘れることのできない体験は６０年安保闘争です。この大

闘争に参加して私は，すこぶる充実した毎目を味わいましたが，この経験をと

りあえず総括した「６０年安保闘争の歴史的意義」と題する報告をたずさえて ，

同年８月に（さきに申したストックホルムの国際歴史学者会議に出席する道すがら）

モスクワで催された国際東洋学者会議に参加しました。これがはじめての国際

学術会議への参加でした 。

　その後，いつの目にか安保闘争の全体像を描いてみたいと念願しておりまし

たが，それをや っと実現したのが『実録　６０年安保闘争』（１９８６年６月 ，新日本

出版杜）です。私はこの本を ，‘‘ ここでは議論はしない，事実についてののみ語

る” と宣言して，トキ ュメソタリー・ タヅ チで物語りました。ある労働組合の

泊りこみ学習会でこの本について講演を依頼されたのにつづいて，先目，労働

運動史研究会の総会でこの本をめぐる討論集会を東京で催してくれました。私

としてはいちおう気がすみました 。

　このように，いままで多少いろいろやってきた仕事を自分なりに集約してみ

たのが『日本杜会運動史』（１９８２，岩波全書）です。岩波全書の性格から，大学

のスタソダードのテキストというイメージで，明治維新から１９８０年代初頭まで

の目本の杜会運動の通史を コソパクトにまとめたものです。亡くなられた歴史

家石母田正教授に，自分はこういう分野の研究をしたいと希望を述べ，激励を

受げたのが戦後間もなくのことですから，ずいぶん時問がかかったことにたり
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ます。この本の刊行にちたんで，労働運動史研究会の伸間を中心に，学術的

な合評会付き出版記念会を催してくれました。この本をようやく脱稿したのは

ユ９８１年でしたから，私のひそかた気持としては還暦記念の仕事のつもりでし

た。

　もともと私の書くものは，浅薄たいしは “軽薄短小”ということかと思いま

すが，読みやすく ，わかりやすいという特徴　　長所とは無関係ですが　　が

あるかと自分では思っていますが，特に気楽に啓蒙的に書いたものに，新聞連

載をまとめた『歴史の道しるべ』（ユ９７３，新目本出版杜）と題するニッセイ集や

「朝目ジャーナノレ」誌に分担執筆で連載したものを単行本にまとめた『昭和史

の瞬間』（上 ・下，１９６６，朝目新聞杜）たどがあります。後者は，もともとは写真

を主体にして，それに文章をつげるという趣向のもので，私はこのようなやり

方に興味があるので，いまあるベテラソ編集者と組んで，『母と子でみる記録

写真館，反戦平和に生きた人びと』という本をつくりにかかっています 。

　ところでかなり以前のことですが，書店で目についた本を立読みしていたら ，

私の顔写真入りで，これまでの経歴や仕事を紹介してあ って，「統一戦線運動に

狂奔する大学教授」という見出しがつげられていました。‘‘狂奔
’’

というのは

むろん悪意の評価がこめられているわげですが，私が統一戦線運動に強い関心

をもっ ていることを認識してくれていることはわかりました。たしかに戦争と

ファシズムの苦い経験にてらして，戦後４０年一貫して私は統一戦線運動に関心

をもち，その成止を強く希望しています。そこで立命館とのお別れの論文のつ

もりで，ｒ立命館径済学』の最近号（１９８６年第ユ号）に，ｒ戦後目本の統一戦線運

動」と題して，私なりの総括を試みた論文を寄稿しました。そしてこの論文を

軸に，立命館につとめている問に書いたもののなかから数篇をえらんで，『戦

後目本の杜会運動　　労働組合運動を中心に　　」（１９８６年９月 ，労働旬報杜）と

題する論文集をまとめました。私としては定年退職記念論文集のつもりです 。

（７３３）
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６　河上肇音読会

　本目はこの教室に，河上肇音読会の会員の方々が学外からおいでになってい

ますが，私としても思い出の深いこのユニークな会について一言致します
。

　河上肇という ，京都をおもた研究 ・著作活動の舞台にしてきた，目本のマルク

ス主義経済学の草分げの大思想家をどのように記念するかという問題を，１９７９

年秋に生誕１００周年の記念行事が盛大に催されたときに考えました。直接生き

身の河上先生の思い出を語ることのできる人は遠からず生存しなくたります
。

そこで河上肇を過去の人としてではなく ，未来にむかって記念する方法が必要

だ， このように杜会の進歩のために献身した人の志は，未来形で継承する必要

があると考えて，有志のひとぴと相はかって催した集まりが河上肇音読会であ

ります。今年ですでに７年帥こ入っていますが，会の活動の産物として，こ

れまで私が編者にな ってｒ河上肇「貧乏物語」の世界』（１９８３，法律文化杜）と

『河上肇「自叙伝」の世界』（１９８４，法律文化杜）を刊行することができました 。

立命館大学の同僚の先生方にも多数御協力をいただいたことを感謝しておりま

す。 京都ならではの催しという気がします 。

　申し添えますが，本年（ユ９８６年）１月３０目は河上先生の没後４０周年にあたり

ましたので，義弟にあたる末川博元立命館総長との縁故にもちなんで，末川記

念会館を会場に，河上肇記念会が主催した講演会を中心とする記念集会をお手

伝いして，盛会であったことも印象に残ることでした 。

むすび　　老而学則死不朽

　私が学問に志す動機となった戦争と貧乏の問題は未解決であるところか，ま

すます切実な現代的課題となっております。私は平和と民主主義，国民生活の

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３４）



　　　　　　　　　　　杜会 ・労働運動を学んで４０年（塩田）　　　　　　　　　　　２２５

安定と向上のために少しでも役に立つ仕事をつづげて，できれぼ現役で死にた

いと望んでおります 。

　いま私の書斎にかかっているいくつかの画や書のなかに次のものがあります 。

一つは江戸時代の大儒者として知られる佐藤一斎の「言志録」のなかの有名な

ことぱを，元同志杜総長住谷悦治先生に書いていただいた色紙です（先生はい

ま９０歳を越した御高齢で病床に伏しておられます）。

　少而学則壮有為　　少にして学べぱ則ち壮にして為すことあり

　壮而学則老不暴　　壮にして学べは則ち老いて衰えず

　老而学則死不朽　　老いて学へは則ち死して朽ちず

　これは私にたいする戒めであります。私は若いときに学ぼなかったので，年

ごろにたってもろくな仕事ができませんでした。年ごろになっても学ぱなか っ

たので，いまこのように老いぼれています。しかし，まだこれからでも及ぶか

ぎり学びつづげたいと望みます 。

　もう一つの額は，美術史家 ・歌人 ・書家として名を残された秋岬道人，会津

八一博士の「学規」です。これは先生が気に入った弟子にたいして一枚一枚書

き与えたものだと伝え聞いております。愛読者ではあっても生前お目にかかる

機会を得なかった私のところに，なせｒ学規」の一枚があるのかについての事

情はここでは説明を省略しますが，次の四カ条が記されています 。

　１ ，ふかくこの生を愛すへし

　１ ，かへりみて己を知るへし

　１ ，学芸を以て性を養ふへし

　１ ，目々新面目あるへし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋岬道人

　とりわげ第３項目の「学芸を以て性を養ふへし」を私は座右の銘としたいと

思います 。

　もう一つ私の胸に刻まれていることぱは，いつか新聞で読んでウロ おぼえで ，

やはり佐藤　斎のことはであ ったように思いますが，たしかめることを怠って

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３５）



２２６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第４号）

います。次のような意味であったと記憶します 。

　「一灯を掲げて暗夜を行く 。ただ一灯を頼め。暗夜を恐るることなかれ」

　押し流されないようにふんばって，主体性をもっ て生きていきたいと念じま

す。 『資本論』の序文にマノレクスが書きつげたダソテのことぱを思い出します 。

　ｒ汝の道を歩め。ひとびとをして言うにまかせよ」

　ここまで来て，木下順二さんが書いて送って下さっ た色紙を表装してかげて

あることを思い出しました 。

　「人は未来を急ぎ過きる。あまりに多くの未清算の過去を残したまま」

というのです 。

　話しながらだんだん恥ずかしくなってきました。自分で自分を丸裸にして ・

ストリッ プシヨーを演じてしまったような気がしますのでこれでやめます。残

る問題は，経済学をやったことが私にとっ てよかったかどうか，もし他のこと

をやったらあるいは多少成功したかも知れない，ということですが，今とな っ

ては手遅れです 。

　立命館大学にお世話になってア ヅという問に１３年たちました。周囲の皆さん

にはずいぶん御迷惑であったろうと恐縮しますが，私にとっ てはたいへん住心

地のいいところでした。しかし，ちょうど潮時という気がします。同僚の教員

の皆さん，職員の皆さん，そして学生諸君，さらにわざわざおいで下さっ た市

民の皆さんに感謝して，お別れのご挨拶を申し上げます。どうも長六とありが

とうござし ・ました 。

（７３６）




